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稲
作
の
近
代
化
進
む

今
年
の
田
値
状
況
を
見
る
と
、

各
地
方
の
特
色
と
し
て
稲
作
の
省

力
安
定
裁
培
、
田
植
機
の
導
入
が

目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
本
村
も
昨

年
ま
で
は
二
台
程
度
の
使
用
で
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
一

0
数
台

の
溝
入
使
用
と
な
り
、
わ
け
て
も

竜
崎
部
落
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

主
力
を
占
め
、
半
数
に
近
い
三
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
稚
苗
田
植
機
で
植

付
さ
れ
ま
し
た
。
本
機
の
出
廻
り

に
よ
っ
て
い
ま
ま
で
は
多
く
の
人

手
を
要
し
た
田
植
作
業
も
、
今
や

一
大
改
革
の
時
代
に
入
っ
た
感
が

あ
り
ま
す
。

一
日
の
植
付
能
力
は
、
八

0
ァ

ー
ル
か
ら
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
が

ニ
ー
三
人
の
人
手
で
処
理
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
益
々
導
入

使
用
さ
れ
る
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う

。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
経
営

面
稼
か
ら
み
て
、
個
人
導
入
は
償

却
費
の
面
か
ら
も
相
当
問
題
が
あ

る
よ
う
で
す
の
で
、
ど
う
し
て
も

共
同
に
よ
る
、
大
型
育
苗
セ
ン
タ

ー
施
設
の
導
入
が
痛
感
さ
れ
ま
す

。
一
方
米
生
産
調
整
の
第
一
二
年
目

を
迎
え
た
今
日
、
稲
作
裁
培
に
つ

い
て
は
一
大
省
力
化
の
方
向
を
図

り
、
統
合
さ
れ
て
裁
培
し
て
い
た

作
目
、
特
に
畑
作
振
興
に
ウ
エ
ー

ト
を
乗
せ
て
、
充
分
な
経
済
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
望
む
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

写
真
は
竜
崎
部
落
の
田
植
風
景

中

旬
三
日
！
四
日
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

七

日

！

九

日

さ

つ

き

展

八

日

．高
令
者
学
級

中

旬

教

育

委

員

会

ニ
四
日

七

開

。
ハ
連
絡
員
会
議

七

日

農

振

促

進

協

議

会

-
0日
米

売

渡

限

度

数

量

指

示

ー

ニ

日

推

進

委

員

会

――
―一
日
！
一
九
日

豚
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種

須
釜
支
部
子
牛
生
産
検
査

泉
支
部
子
牛
生
産
検
査

――――日

一
四
日 日 旬

二
五
日 日

議

会

事

務

局

第
二
回
定
例
会

教

委
・
公
民
館

第
六
回
農
業
委
員
会

企

，画

室

産

業

課

住

民

課

.＝-_-= 1111111111. .. 'I 
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六
月
の
行
事
予
定
表
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県
知
事
選
挙
表
彰
式

村
民
税
第
一
期
分
納
期
限

上

民

生

委

員

協

議

会

ク

国

保

運
営
協
議
会

二
五
日
国
民
年
金
第
一
期
納
期
限

六
月
ー
七
月
ま
で
日
本
脳
炎
予
防
注
射

税

務

課

総

務

葉
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今
年
村
で
行
っ
て
い
る
統

村
の
統
計
の

い
ろ
い
ろ

本
村
の
養
蚕
振
興
事
業
の

二
珠
と
し
て
、
国
県
の
援
助

施
策
に
よ
り
、
昭
和
四
十
四

年
度
よ
り
一

1

一
ケ
年
事
業
に
よ

り
進
め
て
参
り
ま
し
た
稚
蚕

桑

園

と

稚

蚕

共

同

飼

育

施
設
が
こ
の
三
月
立
派
に
完

成
い
た
し
、
い
よ
い
よ
こ
の

春
蚕
よ
り
飼
育
を
開
始
し
ま

し
た
。
稚
蚕
桑
園
約
十
二
h
a

と
、
こ
の
桑
も
予
想
以
上
に

生
育
し
、
今
春
蚕
よ
り
六
h
a

が
使
用
出
米
る
様
に
な
り
ま

し
た
。叉

稚
蚕
共
同
飼
育
所
は
延

九

0
-―
―
●

m
で
二
冷
ま
で
最
だ

収
容
一

‘
1
0
0箱
の
冷
暖
房
付

近
代
施
設
が
完
備
さ
れ
ま
し
た
。

今
春
蚕
は
五
月
十
九
日
に
村
内
養

蚕
農
家
の
掃
立
す
る
八
六
〇
箱
を

飼
育
し
、
そ
の
後
順
調
に
生
育
し

た
蚕
を
二
十
六
日
配
布
を
完
了
し

ま
し
た
。
飼
育
は
一
日
平
均
二
十

五
人
の
作
業
員
で
一
箱
当
り
の
給

桑
時
間
が
な
ん
と
四
秒
程
度
と
言

う
、
自
動
給
桑
機
で
行
い
、
更
に

温
湿
度
、
空
気
の
調
整
が

一
切
自

動
的
に
管
理
さ
れ
、
ま
さ
に
合
理

的
な
飼
育
が
出
来
ま
し
た
。
今
回

は
稚
蚕
共
同
桑
園
の
絶
対
量
が
不

足
の
た
め
に
八
六
〇
箱
に
と
ど
め

ま
し
た
が
、
本
村
の
今
春
蚕
は

一

三

0
0箱
が
掃
立
さ
れ
て
お
り
、

一
方
繭
価
も
好
況
、
約
五
千
万
円

の
収
入
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
完
備
さ
れ
た
稚
蚕
共
同

飼
育
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
今
後

の
推
蚕
経
営
が
益
々
省
力
化
さ
れ

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
七

月
十
九
日
で
満
了
に
な
り
ま
す
が

こ
れ
に
伴
な
う
一
般
選
挙
が
全
国

統
一
し
て
七
月
十
四
日
（
金
）
に

執
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
お
知
せ
致
し
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
旧
税
務
事
務
所
で

取
扱
っ
て
い
ま
し
た
県
税
の
「
出

張
窓
口
事
務
」
は
五
月
限
り
で
廃

止
し
ま
し
た
か
ら
郡
山
県
税
事
務

所
を
、
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
山
県
税
事
務
所

か
ら
お
知
ら
せ

農
業
委
員
選
挙

七

p
十
四
日
に
執
行
予
定

ま
す
が
、
問
題
は
蚕
作
が
安
定
さ

れ
る
技
術
体
系
が
確
立
さ
れ
ま
す

様
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

稚
蚕
共
同
飼
育
始
ま
る
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我
が
村
を
南
北
に
縦
断
す
る
国

道
一
―
八
号
の
川
辺
。
〈
イ
パ
ス
が

―
―
一
月
一
日
開
通
し
、
連
転
者
に
と

っ
て
は
夢
の
ハ
イ
ウ
ニ
ー
の
よ
う

な
立
派
な
道
路
に
な
り
ま
し
た
が

こ
の
た
め
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が

多
く
な
り
、

.

.

.
、
そ
の

い
ろ
い
ろ
な
事

を
知
り
ま
し
た
。
短
い
日
数
で
し

た
が
本
当
に
私
に
と
っ
て
は
意
義

の
あ
る
四
日
間
で
し
た
。
内
容
的

に
私
達
主
婦
の
集
り
な
の
で
す
か

ら
食
生
活
の
改
善
に
も
っ
と
時
間

を
か
け
て
戴
き
た
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

一
日
は
交
通
事
故

ゼ
ロ
の
日

い
て
い
る
事
に
な
り

と
り
返
じ
の
つ
か
な

の
原
因
に
な
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
農
村
に
多

く
見
ら
れ
る
病
気
の
ほ
と
ん
ど
が

栄

養

欠

か

ん

と

無

理

な

ら

い

る

の

で

は

な

い

い

――― 

ふ
生
活

一[I 

も
ま
し
て
健
康
な
体
を
作
る
事
は

も
っ
と
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
家

族
の
健
康
管
理
は
す
べ
て
主
婦
の

手
に
握
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主

っ
て
は
家
族
の

で
し

い
て

に
ま
な
い

□

―

ミ
子
ー
ー

矢

吹

キ

的
な
ど

ま
す
。

た
く
さ
ん

額

一

覧

表

て

い

ま

す

が

、

収

入

か

ど

う

か

ま
た
、
い
く
ら
の
印
紙
を
は
っ
た

ら
よ
い
か
な
ど
わ
か
ら
な

は

、

遠

慮

な

ノ

に

ね
く
だ
さ
い
。

ま
か
な
か
っ
た
り
、

っ
て
も
気
が
つ
か
な

か
っ
た
り
し
た
ら
、
い
つ
も
不
健

ま
ち
が
い
や
す
い
印
紙
税

こ
の
堂
は
、
も
と
南
宿
の
小
高

い
丘
の
上
に
あ
っ
た
。
大
寺
城
第

J

よ
く

（
一
四て

仲
丸
観
音
堂

不
正
大
麻
け
し
の
撲
減

事
故
あ
い
つ
ぐ

八
号
線

須釜の文化
の七）

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

宝
司
頭
薬
師

柳
作
地
蔵
尊

し＼御
助
言
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
つ

い
私
の
発
表
に
か
え
さ
せ
て

件

ン
チ
、

高
さ
、
一
、
五
メ
ー
ト
ル
、
鐘
ゆ

に
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
三
月

八
日
と
あ
り
、
朝
夕
の
刻
を
告

げ
、
凡
人
の
苦
脳
を
解
ぎ
消
し
て

く
れ
る
。

た
も
の

地

に

移

し

た

。

は

一
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
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予
定
の
期
日
が
雨
で
の
び
、
農

家
の
忙
し
い
時
期
に
入
っ
た
せ
い

か
、
観
衆
は
今
ま
で
よ
り
少
な
か

っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

一
生
懸
命
走
る
児
童
た
ち
に
さ
か

ん
に
声
援
を
お
く
る
な
ど
、
大
変

に
ぎ
や
か
な
運
動
会
の
一
日
で
し

こ
。f
 白かて赤かて

ー玉川一小で運動会一

若あゆのようにビチピチとみんな元使いうしまい、

玉川一小の連動会は、那須の山々がひと目で見え

る同校の校庭で、去る 5月16日行なわれました。

ド租`

期
限
の
切
れ
た
回
覧
板
等
が
あ

っ
て
困
っ
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う

村
民
か
ら
の
声
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
回
覧
板
が
回
っ
て
来
た

な
ら
ば
す
ぐ
に
見
て
ま
た
次
の
家

l
=
=
 11111 ー

1111111_,
== IIII-Hlllll-1111111-1111111 1

=
＝
 

111111 

111

東
南
ア
ジ
ア
の
旅
円

111

溝

井

―

一

一ジ
ャ
ン
グ
ル
の
黒
ず
む
地
帯
過
ぎ
た
れ
ば
赤
黄

111

一
111

青

の

街

光

り

た

り

一

血
皆
青
き
森
の
地
帯
の
点
在
は
赤
き
地
肌
の
光
り

＿

な

る

べ

し

血

赤

青

黄

み

な

濃

紺

色

に

変

り

ゆ

き

飛

行

高

度

は

一

11

八
千
米
越
ゅ

一

一

海

も

陸

も

雲

海

の

た

め

に

さ

え

ぎ

ら

れ

大

陽

の

＂

ー

み

が

光

強

烈

一
羽
の
上
を
か
す
め
る
雲
の
早
き
流
れ
吾
が
乗
る

11

血

飛

行

機

動

よ

う

は

げ

し

一

`——
u———————

I 

111111 :n-ー一■
―ー・『

11111111―――-―――――
-
n
:二

回
覧
板
を
早
く

廻
し
ま
し
よ
う

食
中
毒
や
伝
染
病
の
発
生
す
る

t
L

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
ん
な
健

康
で
幸
わ
せ
に
過
ご
す
た
め
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
手
を
洗
う
習
慣
を
つ
け
ょ

う
炊
事
前
、
食
事
前
、
仕
事
後

や
用
便
後
は
特
に
手
を
あ
ら
お

う。

二
、
梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て
古

い
物
は
捨
て
て
新
鮮
な
物
を
食

ベ
よ
う
。

加
工
食
品
の
生
物
は
食
べ
ず
必

ず
熱
を
加
え
て
食
べ
よ
う
。
残

っ
た
食
べ
物
は
冷
蔵
叩
に
入
れ

よ
う
。
(
+
度
以
下
に
保
存
す

る
こ
と
）

三
、
台
所
は
整
理
整
と
ん
し
食
器

類
・
調
理
用
具
は
洗
滴
し
て
か

ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

四
、
生
水
を
飲
ん
だ
り
、
暴
飲
暴

食
は
や
め
よ
う
。

五
、
夜
が
短
か
い
の

河
川
も
汚
れ
、
池
沼
で
の
水
遊

び
も
危
な
い
、
暑
い
暑
い
夏
が
や

っ
て
来
る
、
ど
う
し
ょ
う
！
と
、

夏
が
来
る
た
び
に
安
全
に
泳
い
だ

り
水
遊
び
の
で
き
る
「
プ
ー
ル
が

欲
し
い
」
と
待
ち
望
ん
だ
プ
ー
ル

が
玉
川
第
一
小
学
校
の
広
い
校
庭

の
一
隅
に
「
泉
小
中
学
校
プ
ー
ル
」

と
言
う
名
称
で
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

プ
ー
ル
は
長
さ
二
十
五
米
、
巾

十
五
米
、
深
さ
一
米
の
中
学
生
用

と
、
長
さ
十
五
米
、
巾
十
米
、
深

さ

0
、
五
米
の
小
学
児
童
用
の
二

槽
が
併
設
さ
れ
工
期
は
五
月
二
十

七
日
よ
り
七
月
三
十
一
日
ま
で
、

総
工
費
一
千
一
百
八
十
万
円
に
て

石
川
町
の
城
野
組
の
請
負
工
事
で

着
工
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
の
暑
い
時
期
に
は
元
気
な

子
供
た
ち
の
水
し
ぶ
き
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

待
望
の
学
校
プ
ー
ル
が
で
き
ま
す

し
睡
眠
時
間
を
充
分
に
と
り
ま

し
ょ
う
。

六
、
ね
ず
み
、
は
い
、
か
、
ご
き

ぶ
り
等
害
虫
の
発
生
防
止
に
つ

と
め
よ
う
。

便
所
、
流
し
尻
、
畜
舎
内
外
へ

油
剤
粉
剤
を
常
時
散
布
し
ょ
う
。

住民の声
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け
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血

翌

路

ゆ

き

た

ら

の

芽

採

の

老

母

に

逢

ふ
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子
と
見
を
り
古
さ
の
ぼ
り
の
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ゆ
れ
一

血

木

の
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矩

撻

机

と

別
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皿
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の

項
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え
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花
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や
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お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
五
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

世
帯
主
名

金

重

清マ

サ

子

菊

男―――― 

清

徳
兼

義

清

美

最
近
、
豚
景
気
の
波
に

乗
っ
て
養
豚
農
家
は
豚
舎

の
新
築
や
増
改
築
に
力
を

入
れ
て
来
て
所
か
ま
わ
ず

住
宅
附
近
の
豚
舎

に
つ
い
て
お
願
い

部

落

死

亡

者

氏

名

北

須

釜

野

ロ

マ

サ

子

吉

有

賀

光

広

（
五
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

年

令

世

帯

主

名

続

柄

(66)

庄

之

丞

妻

(82)

金

次

祖

場
所
き
ら
わ
ず
建
て
て
い
る
よ
う

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

私
の
家
も
例
外
で
な
く
、
前
方

五
メ
ー
ト
ル
、
西
側
ニ
メ
ー
ト
ル

の
ニ
カ
所
に
豚
舎
が
あ
り
悪
臭
、

願
音
、
蚊
、
蠅
等
で
窓
も
開
け
ら

れ
ず
、
毎
日
毎
日
が
生
き
た
気
持

に
な
れ
な
い
状
態
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
い
た
る
所

に
あ
り
数
多
く
の
住
民
が
悩
ま
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
ら

で
現
在
あ
る
豚
舎
か
ら
は
悪
臭
や

害
虫
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
香
料

入
り
の
殺
虫
剤
な
ど
薬
剤
を
適
時

散
布
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
と

こ
ん
ご
新
築
さ
れ
る
時
は
近
隣
住

宅
と
話
合
っ
て
か
ら
建
築
さ
れ
る

よ
う
猛
省
を
う
な
が
し
、
皆
ん
な

が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
o
,

（
悩
め
る
村
民
）

ヘ
す
ぐ
回
す
よ
う
に
ひ
と
り
ひ
と
」
板
等
を
な
く
す
よ
う
に
い
た
し
ま

り
が
注
意
し
期
限
の
切
れ
た
回
覧
し
ょ
う
。

ヽ＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
け
ま
す

―-＝ 

父

為
部

落

出

生

児

氏

名

川

辺

須

藤

，

金

一

ク

矢

部

君

子

中

高

林

清

美

ク

遠

藤

剛

南

須

釜

棚

枝

千

恵

子

北

須

釜

塩

沢

信

男

ク

榊

枝

輝

一

吉

有

賀

彰

彦

続
柄
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